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1. はじめに 
プラナリアは扁形動物門ウズムシ綱ウズムシ目 

ウズムシ亜目に属する脳を持つ生物の中で最も 
原始的なものである。 

2. 目的 
プラナリアの多眼形成に大きく、影響を与える

刺激や条件は何かを明らかにする。 
プラナリアを切断する部位を変えることが多眼

形成に影響するかどうかを調べる。 
野生のプラナリアとクローンの比較もする。 

3. 実験と結果 
実験① 
仮説 プラナリアの多眼形成は遺伝ではなく、

外的刺激による。 
方法 下記の条件で三か月間飼育する 
Ⅰ．光：1日 2回 30 分照射 

Ⅱ．光：1日 2回 10 分照射 

Ⅲ．温度：2日ごと 20℃⇄27℃ 

Ⅳ．温度：2日ごと 20℃ ⇄ 13℃ 

Ⅴ．基準：20℃一定、刺激なし 

結果 光を 10分間当てた時と、温度を上昇させ 

た時で多眼が出現した。 

実験② 

仮説 プラナリアは切断する部位（咽頭含む）に 
より多眼形成に影響を及ぼす。 

方法 プラナリアを咽頭部の中央で切断（A） 
プラナリアを咽頭部の前方で切断（B） 

 
左記の条件で飼育する 
 

 
結果  
「光照射」：多眼出現

率に差が無かった。 
「温度」：多眼出現率

に大きな差が出た。 
実験③ 
仮説 野生のプラナリアでも同傾向がある。    
方法 鴨川のプラナリアを１週間同環境で飼育 

後、実験②の条件下（「光照射」５分）で 
３週間飼育しクローン個体と比較した 

結果 「温度」で最も

高い多眼出現率を示

した。 
野生がクローンより

多眼出現率が低い。 
 

4. 考察 
本研究から、プラナリアの多眼出現率には外的 

刺激が影響し、「光刺激」と「温度変更刺激」が 
最も多眼出現率を高めた。光刺激は刺激が無い時 
に比べ、多眼出現率を 1.5～3.0 倍に温度変更刺激 
でも、多眼出現率を 2.0～4.0 倍に高めた。 
プラナリアはどの細胞へも分化することができる

新生細胞を持つ。刺激を与えたことで、本来なら眼

があるはずのない場所で新生細胞が眼の細胞になる

ように誘導されたため、過剰に眼が出現したと推測

される。「光刺激」と「温度変更刺激」の間で多眼

出現率に差が生じたのは、刺激を与える時間の長さ

の違いとプラナリアが受けるダメージの大きさが原

因であると考えられる。 
全体の実験を通し基準(無刺激)でも多眼が出現し

たのは、年月をかけて分裂し続けたことによる突然

変異であると考えられる。野生のプラナリアはクロ

ーンと同様の傾向を示したため、野生のプラナリア

は他の実験でも同様の結果になると推測される。 
5. まとめ 
実験２よりプラナリアの切断部位による影響

は「光刺激」においては大差なく、「高温への温

度変更刺激」においては、プラナリアの咽頭部の

中央で切断すると多眼出現率は同様に 3.5 倍に、

咽頭部の前方で切断すると 1.3 倍になり、大きな

差が認められた。「温度変更刺激」で多眼出現率

が異なる原因について解明することができなか

った。 
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